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日 時：平成２８年２月１７日（水）１４：００～ 
場 所：２C講義室（中央棟２F） 
講 師：杉山 雅宏（心理学教室） 
テーマ： 講義を通じたあたたかい人間関係の構築を模索して 
ー大学基礎論の講義を振り返ってー 
  
座 長：佐々木克之（体育学教室） 
 
 
 
 「大学基礎論」では、以下の目標のもと展開した。 
(1)講義だけでなく、学生自身が読む、書く、話しあう、まとめてみる、発表するといった様々な活動を通じて、大学
生が主体的に学ぶための基礎となる知識・技術の習得を目指す。 
(2)学習活動を通じ、人間関係を育むことを目指す。教員への聞きとり調査や、学生同士が協力して文献調査等を行う
ことで、コミュニケーション・スキル、リサーチ・スキルの基礎的素養を培う。 
(3)共に学び、共に考える活動を通し、専門科目への動機づけを高める。 
 方法は、通常の講義形式が基本としつつも、各クラス 5～6名程度のグループを形成し、グループ単位での活動を積
極的に取り入れた。ひとりで頭をしぼっても出てこないものは、自分とは異なる考えや習慣をもつ人とのふれあいか
ら、解決のヒントを見つけるとともに、協力して 1 つの課題を成し遂げる（学生を動かす）ことで、自己理解・他者
理解を深める機会とすることをねらいとした。 
薬学教育において、薬が患者を治すのではなく、患者が治療に向き合えるような患者との信頼関係を育むことので
きる薬剤師の養成が求められている。従来は「スキル」で対応してきたが、これは「マインド」の問題である。つま
り、薬学部学生にも“他者を思いやる心”を育む必要がある。 
今回の報告では、人とのふれあいを通じて自他を尊重し、互いに協力し合い、思いやりの心について考え、自覚さ
せる初年次教育での講義実践を紹介する。 
そこでは、講義の中での良好な人間関係づくりが、学習の動機づけを高めるだけでなく、人の存在を尊重するとい
う人権教育としての守備範囲も拡大する。 
 
○大学基礎論は平成 27年度前期からスタートした。この科目の運用では、「教員へのインタビュー」で多くの医学・
薬学系の先生方からご協力をいただいた。今回、ご協力していただいた先生方へのお礼と報告を兼ねて、報告会を実
施する。 
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